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戦前の日本の電気通信に関係した国内法令の
中に，電信法（明治33(1900)年3月法律59号）
「第一条 電信及電話ハ政府之ヲ管掌ス」及び
無線電信法（大正4(1915)年6月法律26号）「第
一条無線電信及無線電話ハ政府之ヲ管掌ス」とい
う条文を含んだ法律がありました。戦後この法
律が次第に姿を変え， 関する部分は昭和
25 (1950)年6月1日から，また有線通信に関係す
る部分は途中いくつかの改正を経て昭和60(19 
85)年4月1日以後はそれぞれを一般が利用しやす
くなりましたがそれまでの間はいろいろと制限
がありましたのは確かです。
制限があったといっても官庁が事務執行のた
めに必要な電信，電話，無線電信及び無線電話
の施設については軍用に関するものを除いて別
に規定（明治33(1900)年勅令第356号）されてい
て当時の逓信大臣の承認を得て運用できること
になっておりましたし，船舶や航空機では電波
を使用しなければ他との情報交換ができないこ
と，国際電気通信条約及びその他の国際条約と
の関連もあって私設官設を問わず無線設備を設
骰運用していました。このようなもの以外現在
のファクシミリを使うようなわけにはゆかなか
ったのです。戦後関係法令が改正され，技術の
著しい発展でファクシミリも次第に広く利）lさ
れて身近なものになってきました。
警察庁では昭和27(1952)年4月から専用電話
回線及び自営マイクロ波多重電話回線で写真を
む模写電送を，建設省では昭和34(1959)年
から短波 SSB回線で，昭和39(1964)年マイク
ロ波回線で，また，日本国有鉄道では昭和 35
(1960)年以後自営の電話，搬送及びSHFそれ
ぞれの回線を使用して業務のために本格的にフ
ァクシミリを使用し始めました。
わたくし達に関係の深い日本電信電話公社が
日本電信電話株式会社として発足するまでの間
に公衆電気通信法が順次改正されて昭和46(19 
71)年5月ころから昭和48(1973)年ころにかけて
広くファクシミリの利用ができる道がひらけま
した。
また気象の情報は航行する船舶や航空機にと
って非常に重要ですから，気象庁では昭和 26
(1951)年から模写電送，昭和33(1958)年3月か
ら本格的な天気図の放送を始めました3 写真はそ
の放送に使用した機構の一部で気象庁また船舶局
等に勤務した多くの卒業生に縁の深い機器です。
（日本無線史， 「ファクシミリの歩み」松下電送株式
会社，電写研究会雑誌1967年11月号参照）
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